
第２節　北海道・北見市の天然記念物・指定文化財・史跡

●北海道天然記念物

　　おんねゆ温泉つつじ公園　　昭和32年(1957)指定

  幅60m、長さ４００mにわたって全国随一の７万株、２８万本の

エゾムラサキつつじが自生する群落です。

　５月のゴールデンウィーク頃から咲きはじめ、５月中旬頃まで

咲き誇ります。

◆開花情報は、おんねゆ温泉観光協会（0157)45-2921までお問合せください。

●北見市指定有形文化財

　武華駅逓(留辺蘂開拓資料館)

問合せ/北見市留辺蘂町教育委員会

(0157)42-2723

開館日/金・土　時間/9:00～17:00

入館料/大人100円・小中学生50円

住所/北見市留辺蘂町滝の湯　（国道39号沿い）

●北見市指定史跡

　鎖　塚

問合せ/北見市端野町教育委員会

住所/北見市端野町緋牛内　

61北見市観光テキスト

北見田園空間博物館サテライト

オホーツク管内で現存する最古の駅逓
で大正９年開設されました。

開所は留辺蘂町名誉町民の故佐野準
一郎氏で、木造２階建て、半紙判のガラ
ス窓が特徴です。

一般住宅の窓や戸にガラスを使うように
なったのは、本州より北海道が早く、北海
道独特の西洋建築として評価されていま
す。

北見田園空間博物館サテライト

明治24年(1891)永山武四郎の命により、
網走集治監の囚人が中央道路開削工事
（網走～北見峠間)にかり出され、211人
以上の囚人が犠牲となりました。

犠牲者は足に鎖をつけられたまま埋め
られました。
鎖塚からは犠牲者の遺骨は収集されてい
ませんが、供養として３基の土まんじゅう
があります。 （P８～P10参照）




